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１．地域区分 

 
福山市は合併を重ねることで市域を拡大し

てきており，地理的条件や日常生活圏などから

成る地域ごとに市街地が形成されています。し

たがって，それぞれの地域ごとに特性を生かし

ながら連携することにより，市域の一体的な発

展をめざした都市づくりを進めます。 

地域区分については，総合計画との整合を図

り，「中央地域」，「東部地域」，「西部地域」，「南

部地域」，「北部地域」，「北東地域」の６つの地

域に分けることとし，本マスタープランでは，

原則として中学校区を単位とした地区のまと

まりとします。

 

 

東 城東 大成館 向丘 

城北  鳳 松永 鞆 

城南 培遠 

西部地域 

 38,138 人 

（ 8.2%） 精華 走島 

鷹取 大門 至誠 

幸千(千田) 一ツ橋 千年 

済美 

東部地域 

 89,976 人 

（19.4%） 

東朋 

 

南部地域 

 37,917 人 

（ 8.2%） 

内海 

中央 芦田 

誠之 山野 

中央地域 

175,353 人 

（37.8%） 

城西 

 

広瀬 

加茂 

駅家 

駅家南 

幸千(御幸)

常金 

北部地域 

 80,524 人 

（17.3%） 

 

新市中央 

神辺 

神辺東 

  

北東地域 

 42,239 人 

（ 9.1%） 神辺西 

区分線は小学校区を示します。 

東部地域

西部地域 

南部地域

中央地域

北部地域 

北東地域

※人口は 2007 年 10 月末日

住民基本台帳による

(住居表示未決定分を除く)
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２．地域別人口の状況 

 
(１) 人口推移 

1995 年（平成７年）から 2005 年（平成 17

年）までの５年ごとの国勢調査の人口集計を見

ると，市全体では微増となっています。地域ご

との推移を見ると，中央地域が高い伸びを示し

ており，東部地域及び北東地域も微増が続いて

います。一方，西部地域，南部地域及び北部地

域は減少傾向が続いており，特に南部地域では

前半に，西部地域では後半に高い減少率を示し

ています。 

 
＜人口推移と人口増加率＞ 

1995年 2000年 2005年 1995～2000年 2000～2005年
中央地域 166,183 171,292 174,769 0.61 0.41
東部地域 86,761 87,489 88,171 0.17 0.16
西部地域 41,251 40,781 39,369 -0.23 -0.69
南部地域 40,725 38,579 37,843 -1.05 -0.38
北部地域 78,894 78,406 78,357 -0.12 -0.01
北東地域 39,977 40,361 40,578 0.19 0.11
市域合計 453,791 456,908 459,087 0.14 0.10

人口推移（人） 年平均増加率（%）

 

 
(２) 地域別年齢構成 

福山市全体では，65 歳以上の高齢人口の割

合が 20％を超え，超高齢社会を迎えようとし

ています。地域ごとに見ると，東部地域の高齢

人口の割合が市全体と比べて低く，逆に生産年

齢人口の割合が比較的高くなっています。一方，

南部地域は高齢人口の割合が非常に高く，西部

地域，北部地域及び北東地域も比較的高くなっ

ています。 

 
＜年齢構成比＞ 

0～14歳 15～64歳 65歳以上 合計 0～14歳 15～64歳 65歳以上
中央地域 26,622 113,532 35,199 175,353 15.2% 64.7% 20.1%
東部地域 14,445 61,388 14,143 89,976 16.1% 68.2% 15.7%
西部地域 4,915 24,027 9,196 38,138 12.9% 63.0% 24.1%
南部地域 4,452 22,483 10,982 37,917 11.7% 59.3% 29.0%
北部地域 11,296 50,576 18,652 80,524 14.0% 62.8% 23.2%
北東地域 6,130 26,737 9,372 42,239 14.5% 63.3% 22.2%
市域合計 67,860 298,743 97,544 464,147 14.6% 64.4% 21.0%

年齢別人口（人） 構成比（%）

 
住民基本台帳 2007 年（平成 19 年）10 月末日現在

(住居表示未決定分を除く)
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３．地域別まちづくりの目標 

 
本市の都市づくりの基本理念を達成するた

め，市域６つの地域がそれぞれの特性を生か

しつつ，役割を分担し，全体として調和のと

れた発展を遂げるよう，各地域のまちづくり

のテーマを次のとおり設定します。 

 
 
 
 
 

「中国・四国地方の拠点都市にふさわしい

拠点性と求心力を備えた中心市街地と快

適・利便性に優れた居住環境の整った地

域づくり｣ 

 

 

「みどり豊かでゆとりある住宅地と都市を

支える産業が共存した地域づくり｣ 

 

 

「学園地域と港湾機能・交通拠点機能を生

かした産業拠点が融合する，活力に満ち

た地域づくり｣ 

 

 

「瀬戸内の豊かな自然や歴史・文化等の地

域資源による活発な観光交流と住みやす

さを実感できる地域づくり｣ 

 

 

「産・学・住・遊が融合した，自然と調和

する快適な地域づくり｣ 

 

 

「豊かな自然と歴史や文化に囲まれ，職・

住が近接した環境の中で，住みやすさを

実感できる地域づくり｣ 

 

１ 中 央 地 域 

２ 東 部 地 域 

３ 西 部 地 域 

４ 南 部 地 域 

５ 北 部 地 域 

６ 北 東 地 域 

｢拠点性と求心力を備えた 

活力ある都市づくり｣

｢安心・安全で快適に暮らせる 

都市づくり｣

《都市づくりの基本理念》 
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４．地域別まちづくりの方針 

 

１ 中央地域 

地域の誘導方向 

 
■位置づけと課題 

 
○位置づけ： 

市庁舎をはじめ，各種公共公益施設や商業施

設，文化施設などが集積する地域で，本市の行

政，文化，商業・業務等の中心的役割を担って

いる地域 
本市の玄関口である｢中心市街地｣とこれを

囲む｢周辺市街地（住宅地・工業地）｣から成る

地域 
 

○主要課題 

01.福山駅周辺地区におけるにぎわいや魅力あ

る中心市街地の形成（多様な都市機能の集

積を促進）と，その機能を補完する内港周

辺地区の整備 

02.地域産業の活性化・生産性向上に資する産

業基盤の整備 

03.住工混在地区，密集市街地における生活環

境の改善 

04.都市型住宅の供給促進，利便性の高い既存

住宅地の再構築 

05.幹線道路網の整備による中心部の交通混雑

の緩和 

06.生活道路網整備による地区内移動の円滑化 

07.在来駅の交通結節機能の強化，交通バリア

フリーの整備拡充 

08.既設公園の再整備 

09.水と緑のネットワークの形成（芦田川，残

存緑地，公園） 

10.河川敷などの親水レクリエーション空間の

形成 

11.市街地での浸水安全度の向上 

12.都市の個性を生かした市街地景観の形成 

13.住民との協働による住宅地景観の形成 

14.住民との協働による地域防災・防犯力の一

層の向上 

 

■目標とテーマ 

 
○テーマ： 

｢中国・四国地方の拠点都市にふさわしい拠

点性と求心力を備えた中心市街地と快適・利

便性に優れた居住環境の整った地域づくり｣ 

 
○目標： 

快適で機能的な中心市街地の整備を進め，中

国・四国地方の拠点都市の玄関口にふさわしい

都心の形成を促進します。 
また，利便性が高く，快適で潤いに満ちた居

住空間の整備・充実など，魅力あふれる中心市

街地及び周辺市街地づくりを進めます。 
 

まちづくりの方針 

 
■土地利用の方針 

① 福山駅周辺地区は拠点性を備えた都市の

核となるべき地区であり，広域的な都市機能

（商業・業務・医療・福祉・教育・文化・交流・

サービスなど）や都市型住居の集積が図られる

よう，駅前広場整備や市街地再開発事業などを

推進し，多様な都市機能が集積した高密度な市

街地形成を図ります。 
② 内港周辺地区は中心市街地と連携し，商

業・教育・文化・交流など，その機能を補完す

る地区として都市基盤整備が進められており，

さらに低未利用地の活用や土地利用転換の促

進を図ります。 
③ 両地区の周辺地域については，商業･業務

機能と中高層住宅とが複合した，比較的高密度

な市街地形成を図ります。 
④ 地域の商業・業務・サービス・住宅などの
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既存集積のある地区については，生活拠点とし

て，複合的な土地利用を促進し，利便性の高い

市街地を形成します。 
⑤ 備後赤坂駅周辺地区は，鉄道駅を生かした

生活拠点として，計画的な市街地の形成を促進

します。 
⑥ 福山道路をはじめ，主要幹線道路の沿道地

域においては，道路状況や生活拠点との連続性

などを考慮した複合的な土地利用の誘導を図

ります。 
⑦ 中心市街地周辺の住工混在地区について

は，工場などの集約配置や地区計画制度の活用

などを促進し，土地利用の純化や生活環境の保

全を図ります。 
⑧ 郷分町や瀬戸町などの農業振興地域につ

いては，開発許可制度の適切な運用により，都

市的な土地利用の拡散を防止し，優良農地の保

全に努めます。 
 
■施設整備の方針 

 
＜道路・交通＞ 

① 都市計画道路津之郷奈良津線，鷹取奈良津

線，鷹取本庄線などにより形成される内環状線，

及び国道 486 号，国道 182 号，福山西環状線，

福山道路により形成される外環状線の整備に

より，交通流動の円滑化を促し，物流基盤の強

化や都市間交流の促進，拠点間の連携強化を図

ります。 

② また，通過交通と都市内交通の分離により，

都心部の交通混雑を緩和するとともに，市民生

活の安全性や利便性の向上を図ります。 

③ これらの環状道路と有機的に結びつく幹

線道路・補助幹線道路の整備によって，地域内

における交通処理の円滑化を図ります。 

④ 通勤や通学利用など生活に密着した道路

や橋りょうの整備・改良を進め，発生交通の円

滑な処理とともに安全で快適な歩行空間の確

保に努めます。 

⑤ 生活バスについては，中心部循環路線を導

入し，中心市街地の回遊性の向上を図ります。 

⑥ 広域交通拠点である福山駅周辺地区につ

いては，駅前広場の整備や周辺道路の機能強化

などにより，公共交通機関相互の乗り継ぎ利便

性を向上させ，交通結節機能の強化を図ります。 

 

＜公園・緑地＞ 

① 総合公園である緑町公園は，｢ばらのまち

づくり｣を象徴する拠点として，市民の憩いや

レクリエーション利用はもとより，多くの観光

客を迎える場として，機能や魅力の増進を図り

ます。 

② 広域機能を有する都市基幹公園について

は，都市防災の観点から，避難･救援空間とし

ての機能を充足するよう，耐震性貯水槽などの

施設･整備の充実を図ります。 

③ 身近に利用できる公園や地域の特性を生

かした公園の整備に努めます。また，既存の老

朽化した公園については，施設の充実やバリア

フリー化など，計画的な再整備を進めます。 

④ 芦田川や道三川などの親水空間の整備，公

園や道路の緑化など，住民・事業者・行政が一

体となり，みどり豊かなまちづくりを推進しま

す。 

 

＜河川・海岸＞ 

① 河川改修や水路の整備，流域の保水機能や

遊水機能を高めるなど，総合的な水害防止対策

を進めます。 

② 芦田川をはじめ，地域の河川・水路・海域

の水質浄化を推進します。 

③ 海岸保全施設の改良などを進め，高潮など

に対する安全性の向上を図ります。 

 

＜供給処理施設＞ 

① 安全で良質な水の安定給水のために，老朽

化した水道管の更新を進めます。 

② 公共下水道の計画的な整備を進め，処理区

域の拡大を図ります。 

③ 市街地の浸水安全度を高めるため，中央ポ

ンプ場の整備を進めるとともに，合流式下水道

の改善により，公共水域に放流される汚濁負荷
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量の削減を図ります。 

④ 市域全体のし尿や浄化槽汚泥を処理する

ための新たな汚泥再生処理施設の整備を進め

ます。 

 

＜その他＞ 

① 墓苑・墓地に対する需要は多様化しており，

既存施設の改善や有効活用により，環境整備に

努めます。 
② 重要港湾福山港箕沖地区において，外貿強

化のための国際コンテナターミナルを整備･拡

充し，海上物流の拠点としての充実を図ります。 
③ 老朽化した市営住宅については，多様な居

住者層に対応しつつ，計画的な建て替えを進め

ます。 
 
■地域環境の保全・整備の方針 

① 市街地周辺に残る良好な樹林地などは，風

致地区や特別緑地保全地区に指定するなど，保

全に努めます。 
② 芦田川の河川空間については，水辺の自然

地，水生動植物の保全・保護，親水護岸など，

良好な河川環境の保全・創出に努めます。 
③ 大気や水質などの環境監視，発生源となる

工場や事業所などへの指導を的確に行うこと

により，地域環境の保全を図ります。 
 
■都市景観形成の方針 

① 福山城公園周辺は，福山城跡とともに，落

ち着きと文化の薫る景観づくりを図ります。 
② 福山駅周辺地区は，道路の緑化や電線類の

地中化などを進め，中国・四国地方の拠点都市

にふさわしい良好な都市景観づくりを図りま

す。 
③ 快適で美しく，潤いのある市街地景観を形

成するため，市民との協働によるルールづくり

を進めていきます。 
 
■人にやさしい都市づくりの方針 

① 誰もが安全で快適な生活を送ることので

きる地域社会を実現するため，ユニバーサルデ

ザインの考え方を踏まえ，公共施設のバリアフ

リー化などを推進します。 
② 特に，福山駅周辺などの交通結節点につい

ては，交通施設や歩行者空間のバリアフリー化

を推進します。 
 
■安心・安全な都市づくりの方針 

① 災害時の拠点施設や避難所となる公共施

設の耐震改修を計画的に行います。また，避難

や緊急輸送のために必要な道路・橋りょう・港

湾施設についても，計画的な維持補修により，

安全性を確保します。 
② 上下水道などのライフラインの耐震化や

消防水利等の災害応急対策施設の整備・耐震化

を図ります。 
③ 住宅・宅地の安全性を確保するため，急傾

斜地崩壊対策事業をはじめとする土砂災害や

水害防止対策を進めます。 
④ 建築物が密集し，火災の延焼する危険性の

高い密集市街地については，防火・準防火地域

の指定の見直しを検討するとともに，建築物の

耐震化を促進するなど災害に強いまちづくり

を進めます。 
⑤ 地域の防災・防犯力の一層の向上に向けて，

地域や関係団体と緊密な連携・協力体制を整え

るとともに，防犯灯や見通しのよい公園整備な

ど，犯罪が起こりにくい安心・安全な環境の整

備に努めます。 
 

■都市拠点整備の方策 

 
＜福山駅周辺地区＞ 

① 東桜町・伏見町地区においては，市街地再

開発事業を促進し，土地の高度利用に合わせて

商業・業務・サービス・住居など多様な都市機

能の充実を図ります。 
② 駅前広場の整備や周辺道路の機能強化に

より，都心交通の円滑化と交通結節機能の強化

を図るとともに，交通バリアフリー化を推進し

ます。 
③ 周辺道路については，電線類の地中化や歩
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道美装化などを進め，中国・四国地方の拠点都

市にふさわしい良好な都市景観づくりとにぎ

わい空間づくりに努めます。 
④ 福山駅北口においては，駐車場や駐輪場，

バス・タクシー乗降場など，南口との機能分担

による広場整備を推進します。 
⑤ 商店街の連続性や周辺環境との調和に配

慮し，まちのにぎわいや活力の向上を図るため，

まちづくりのための制度の活用を支援します。 
 
 
 

＜内港周辺地区＞ 

① 都市基盤整備が進む内港周辺地区につい

ては，中心市街地と連携しその都市機能を補完

する地域として，低未利用地の活用や土地利用

転換の促進を図ります。 
② 内港地区において新たな四年制大学の整

備を進めるとともに，公共交通の機能強化のた

め，内港交通センターの活用を検討します。 

都市拠点の整備

中期 長期
生活拠点 都心地区 ○福山駅周辺地区整備 ○

・福山駅前広場整備 ○
活動拠点 広域交通拠点 ・福山駅北口広場整備 ○

○内港周辺地区整備 ○ ○

開発・保全・整備

中期 長期
開発 市街地開発事業 ○伏見町地区市街地再開発事業 ○

○東桜町地区市街地再開発事業 ○
保全 水系 ○芦田川・瀬戸川 ○ ○

○道三川・御手洗川 ○
緑系 ○市街地周辺の風致の保全 ○ ○

整備 道路等 ○福山道路 ○ ○
○福山沼隈道路 ○
○鷹取奈良津線（福山沼隈道路関連） ○
○国道３１３号（横尾町） ○
○鷹取本庄線 ○ ○
○福山西環状線 ○ ○
○津之郷奈良津線 ○ ○
○神辺水呑線 ○ ○
○地吹千田線 　 ○
○多治米川口線 ○ ○
○川口蔵王線 ○ ○
○草戸曙線 　 ○
○本庄坪生線 ○ ○
○蔀山水辺線 ○
○入江東深津線 ○ ○
○山手赤坂線 ○
○福山駅大門線（シンボルロード） ○
○三吉大渡橋線 　 ○
○一文字堤防線 　 ○
○沖野上箕島線 ○ ○
○(市)元町２号線（電線類地中化） ○

施設等 ○福山城公園、緑町公園 ○ ○
○内港交通センター ○
○市立大学整備 ○
○市営深津住宅整備 ○
○箕沖地区国際コンテナターミナル整備 ○
○中央ポンプ場 ○ ○
○汚泥再生処理センター ○

■ 中央地域の開発・保全・整備方針チャート

種類 種別 開発・保全・整備事業
整備時期

種類 種別 拠点整備事業
整備時期
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中央地域 まちづくり方針図
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５２

＜福山市都市マスタープラン＞
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２ 東部地域 

地域の誘導方向 

 
■位置づけと課題 

 
○位置づけ： 

計画的な宅地開発によって形成されたゆと

りのある住宅地と，大規模工場立地による産業

拠点の両面の性格を有する地域 
広域交通拠点を有し，今後の主要幹線道路の

整備により，交通ネットワークが発達する地域 
 

○主要課題 

01.既存の都市機能の集積を生かした生活拠点

の形成 

02.都市的土地利用の拡散防止と用途混在の解

消 

03.既存ストックを生かした計画的な宅地供給 

04.物流・地域間交流に対応する幹線道路網の

整備 

05.住宅地と幹線道路を結ぶ補助幹線道路・生

活道路網整備による地区内移動の円滑化 

06.東福山駅，大門駅における，交通バリアフ

リーの整備などの機能強化 

07.既設公園の再整備 

08.水害や高潮による浸水に対する安全性の向

上 

09.下水道処理区域の拡大 

10.丘陵地等の緑と調和した市街地景観の形成 

11.住民との協働による住宅地景観の形成 

12.住民との協働による地域防災・防犯力の一

層の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目標とテーマ 

 
○テーマ： 

｢みどり豊かでゆとりある住宅地と都市を支

える産業が共存した地域づくり｣ 

 
○目標： 

地域の商業・業務，サービス機能など，基礎

的な都市機能の充実を図ります。また，既存ス

トックを生かした計画的な宅地の供給を推進

する一方で，開発圧力のある地区での規制・誘

導を適切に行います。 
道路・公園・下水道などの根幹的都市施設の

整備・充実に努めながら，便利で快適な住宅地

の形成を図ります。さらに，産業拠点としての

生産機能の強化，支援のための幹線道路網の整

備を進めます。 
良好な居住環境を保全するため，産業拠点と

の緩衝機能を有する残存緑地等の保全を行い

ます。 
 

まちづくりの方針 

 
■土地利用の方針 

① 土地区画整理事業や民間宅地開発によっ

て，良好な住宅供給が進められてきており，今

後とも，既存ストックを生かした計画的な面整

備事業の実施などにより，良好な居住環境を有

する住宅地の形成を図ります。 
② 東福山駅周辺，大門駅周辺地区や地域の商

業・業務・サービス・住宅などの既存集積のあ

る地区については，生活拠点として，複合的な

土地利用を促進し，利便性の高い市街地形成を

図ります。 
③ 東福山駅南部などの地区では，住工混在地

区の解消に努めながら，土地利用の純化を図り

ます。 
④ 福山道路の整備によって市街化の圧力が

高まる引野町周辺地区や福山東インターチェ

ンジ周辺地区については，開発許可制度や地区

計画制度の適切な運用により，都市的な土地利
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用の拡散を防止します。 
 
■施設整備の方針 

 
＜道路・交通＞ 

① 福山道路など主要幹線道路の整備により，

交通流動の円滑化を促し，物流基盤の強化や都

市間交流の促進，拠点間の連携強化を図ります。 

② また，通過交通と都市内交通の分離により，

地域内の交通混雑を緩和するとともに，市民生

活の安全性や利便性の向上を図ります。 

③ これらの主要幹線道路と有機的に結びつ

く幹線道路・補助幹線道路の整備によって，地

域内における交通処理の円滑化を図ります。 

④ 市街地にある狭あいな道路については，歩

行者の安全確保や緊急車両等の円滑な通行に

配慮し，計画的な道路の整備を進めます。 

⑤ 生活バスについては，ゾーンバスシステム

の導入を促進し，地域特性に応じたバス運行に

よる利便性の向上に努めます。 

⑥ 東福山駅，大門駅については，駅舎のバリ

アフリー化などを促進し，ターミナル機能の強

化，利便性の向上を図ります。 

 

＜公園・緑地＞ 

① 身近に利用できる公園や地域の特性を生

かした公園の整備に努めます。また，既存の老

朽化した公園については，施設の充実やバリア

フリー化など，計画的な再整備を進めます。 

 

＜河川・海岸＞ 

① 手城川などの河川改修や水路の整備，流域

の保水機能や遊水機能を高めるなど，総合的な

水害防止対策を進めます。 

② 海岸保全施設の改良などを進め，高潮など

に対する安全性の向上を図ります。 

 

＜供給処理施設＞ 

① 安全で良質な水の安定給水のために，老朽

化した水道管の更新を進めます。 

② 公共下水道の計画的な整備を進め，処理区

域の拡大を図ります。 

③ 市街地の浸水安全度を高めるため，大津野

ポンプ場の整備を進めます。 

 

＜その他＞ 

① 老朽化した市営住宅については，多様な居

住者層に対応しつつ，計画的な整備を進めます。 
 
■地域環境の保全・整備の方針 

① 引野・大門地区など市街地周辺の丘陵地に

残る樹林地は，産業拠点と市街地との緩衝機能

など良好な環境を維持するため，適切な保全に

努めます。 
② 水と緑が調和する春日池公園や市街地の

周辺に残る丘陵地は，豊かな自然にふれあえる

憩いの場として保全活用を図ります。 
③ 工場集積地区や産業拠点周辺地区及び水

域などおいて，大気や水質などの環境監視を継

続的に実施するとともに，発生源となる工場や

事業所などへの指導を的確に行い，地域環境の

保全を図ります。 
 
■都市景観形成の方針 

① 計画的な宅地整備にあわせて緑化を推進

し，緑あふれる良好な居住環境が整った住宅地

の景観形成を図ります。 
② 快適で美しく，潤いのある市街地景観を形

成するため，市民との協働によるルールづくり

を進めていきます。 
 
■人にやさしい都市づくりの方針 

① 誰もが安全で快適な生活を送ることので

きる地域社会を実現するため，ユニバーサルデ

ザインの考え方を踏まえ，公共施設のバリアフ

リー化などを推進します。 
② 特に，東福山駅周辺などについては，交通

施設や歩行者空間のバリアフリー化を促進し

ます。 
 
■安心・安全な都市づくりの方針 

① 災害時の拠点施設や避難所となる公共施
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設の耐震改修を計画的に行います。また，避難

や緊急輸送のために必要な道路・橋りょう・港

湾施設についても，計画的な維持補修により，

安全性を確保します。 

② 上下水道などのライフラインの耐震化や

消防水利等の災害応急対策施設の整備・耐震化

を図ります。 

③ 住宅・宅地の安全性を確保するため，急傾

斜地崩壊対策事業をはじめとする土砂災害や

水害防止対策を進めます。 

④ 地域の防災・防犯力の一層の向上に向けて，

地域や関係団体と緊密な連携・協力体制を整え

るとともに，防犯灯や見通しのよい公園整備な

ど，犯罪が起こりにくい安心・安全な環境の整

備に努めます。 

 

開発・保全・整備

中期 長期
開発 市街地開発事業 ○春日東土地区画整理事業 ○
保全 水系 ○手城川 ○ ○

緑系 ○市街地周辺の風致の保全 ○ ○
整備 道路等 ○福山道路 ○ ○

○本庄坪生線 ○ ○
○神辺水呑線 ○ ○
○(市)幕山台大門線 ○

施設等 ○大津野ポンプ場 ○

■ 東部地域の開発・保全・整備方針チャート

種類 種別 開発・保全・整備事業
整備時期
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高密度な商業・業務系施設と都市型住宅
などが複合した土地利用の誘導を図る地域

産業活動を中心とした
拠点形成を図る地域

主として産業活動(工業･流通など）の
利便性を図る地域

主な公園

主な緑地･風致地区

市街化調整区域

市街化区域

河川・海

商業・業務系施設と都市型住宅などが
共存した土地利用の誘導を図る地域

大規模既存集落

都市計画区域外

地域拠点

都心地区

■ 拠点凡例

■ 土地利用凡例

良好な居住環境の住宅地形成
を図る地域

商業・サービスを補完しながら利便性の
高い住宅地形成を図る地域

地区拠点

産業拠点

余暇活動拠点

広域交通拠点

在来鉄道（山陽本線）

山陽新幹線

■ 道路・鉄道凡例

高速道路（山陽自動車道）

幹線道路

補助幹線道路

主要幹線道路

整備済 未整備 構想

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

(暫定供用含む)

在来鉄道（山陽本線）

山陽新幹線

■ 道路・鉄道凡例

高速道路（山陽自動車道）

幹線道路

補助幹線道路

主要幹線道路

整備済 暫定供用 未整備 構想

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

0 1 2 4km

中央地域

北東地域

笠岡市

岡山県

福山市民病院福山市民病院

福山駅大門線福山駅大門線

福山東ＩＣ福山東ＩＣ

大門駅大門駅

手城川
手城川

東福山駅東福山駅

春日東土地区画整理事業

大津野ポンプ場

春日池公園　春日池公園　

東部市民センター東部市民センター

（主）井原福山港線（主）井原福山港線

手城Ｉ.Ｃ

引野Ｉ.Ｃ

手城Ｉ.Ｃ

引野Ｉ.Ｃ

東福山駅周辺地区

大門駅周辺地区

笠岡市

井原市

北東

高梁市

府中市

尾道市

北部

東部

南部

西部

神石高原町

中央
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３ 西部地域 

地域の誘導方向 

 
■位置づけと課題 

 
○位置づけ： 

本市西部の交通の要衝にあり，港湾地域を中

心とした工業・流通の産業拠点地域，松永駅周

辺を中心とした生活拠点地域，内陸部の農業集

落地域などから成る地域 
また，大学を中心とした学園地域の形成が進

み，多くの交流人口を抱える地域 
 

○主要課題 

01.港湾機能の強化，港湾背後地の計画的整備 

02.松永駅周辺地区の魅力創出，生活サービス

機能の充実 

03.福山大学との連携による魅力ある学園地域

づくり，地域産業の活性化 

04.住工混在地区，密集住宅地における生活環

境の改善 

 5.既存集落地の活力維持と生活環境の向上 

06.尾道市街地や北部地域との連携・交通軸の

強化 

07.生活道路網整備による地区内移動の円滑化 

08.松永駅の交通結節機能の強化，交通バリア

フリーの整備拡充 

 9.広域的機能を持つ都市基幹公園の配置，公

園不足地区への整備 

10.水と緑のネットワークの形成（松永クリー

クの有効活用） 

11.水害や高潮による浸水に対する安全性の向

上 

12.下水道の処理区域の拡大 

13.住民との協働による地域防災・防犯力の一

層の向上 

 

 

 

 

■目標とテーマ 

 
○テーマ： 

｢学園地域と港湾機能・交通拠点機能を生かし

た産業拠点が融合する，活力に満ちた地域づく

り｣ 

 
○目標： 

重要港湾尾道糸崎港機織地区の整備などに

より，港湾機能や広域交通機能を生かした産業

拠点の形成を図ります。また，学園地域として，

若者の定住を促進する住宅供給の促進や生活

サービス機能の集積・充実を促進します。 
伝統のある木工産業の産業観光を促進する

とともに，松永クリークの活用などによって快

適な居住環境の創出と交流人口の拡大を図り

ます。 
 

まちづくりの方針 

 
■土地利用の方針 

① 交通機能の要衝地としての特性を生かし

ながら，工業・商業・住宅・農地のバランスの

とれた市街地形成を図ります。 
② 地域の商業・業務・サービス・住宅などの

既存集積のある松永駅周辺地区については，地

域拠点として生活サービス機能の充実を図り，

複合的な土地利用を誘導します。 
③ 松永地区は，港湾を生かした工業・流通業

務機能の集積と充実を図り，産業拠点の形成を

図ります。 
④ 工場の集約配置や地区計画制度の活用な

どを促進し，住工混在地区における土地利用の

純化や生活環境の保全を図ります。 
⑤ 東村地区，本郷地区，金江地区，藤江地区

などの農業振興地域については，開発許可制度

の適切な運用により，都市的な土地利用の拡散

を防止し，優良な農地の保全に努めます。併せ

て，地区計画制度などを活用し，既存集落地で

の活力と生活環境の向上を図ります。 
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■施設整備の方針 

 
＜道路・交通＞ 

① 松永道路，赤坂バイパスの４車線化や一般

県道松永新市線の整備により，交通流動の円滑

化を促し，物流基盤の強化や都市間交流の促進，

拠点間の連携強化を図ります。 

② 港湾地域と尾道市街地との連絡を強化す

るため，都市計画道路山波南松永線の整備を推

進します。また，JR 山陽本線により分断され

た南北地区を結ぶ都市計画道路松永港本郷線

の整備や生活道路の充実によって，地域内にお

ける交通処理の円滑化を図ります。 

③ 市街地にある狭あいな道路については，歩

行者の安全確保や緊急車両等の円滑な通行に

配慮し，計画的な道路の整備を進めます。 

④ 生活バスについては，ゾーンバスシステム

の導入を促進し，地域特性に応じたバス運行に

よる利便性の向上を図ります。 

⑤ 松永駅については，駅舎のバリアフリー化

などを促進し，ターミナル機能の強化，利便性

の向上を図ります。 

 

＜公園・緑地＞ 

① 広域的機能を有する都市基幹公園の整備

を進めるとともに，街区公園など身近に利用で

きる公園の整備に努めます。 

② 既存の老朽化した公園については，施設の

充実やバリアフリー化など，計画的な再整備を

進めます。 

 

＜河川・海岸＞ 

① 河川改修や水路の整備，流域の保水機能や

遊水機能を高めるなど，総合的な水害防止対策

を進めます。 

② 羽原川の整備や海岸保全施設の改良など

を進め，高潮などによる安全性の向上を図りま

す。 

 

＜供給処理施設＞ 

① 安全で良質な水の安定給水のために，老朽

化した水道管の更新を進めます。 

② 公共下水道の計画的な整備を進め，処理区

域の拡大を図ります。 

③ 公共水域に放流される汚濁負荷量の削減

に対応するため，下水処理区域の拡大に合わせ

て松永浄化センターの整備を進めます。 

④ 市街地の浸水安全度を高めるため，機織ポ

ンプ場の整備を進めます。 

 

＜その他＞ 

① 重要港湾尾道糸崎港機織地区については，

西日本有数の木材取扱港として，大型岸壁や臨

港道路山波松永線など港湾機能の整備・拡充を

図ります。 
② 老朽化した市営住宅については，多様な居

住者層に対応しつつ，計画的な整備を進めます。 
③ 集落地については，集落道路整備や排水路

整備など生活基盤施設の整備に努め，生活環境

の向上を図ります。 
 
■地域環境の保全・整備の方針 

① 市街地周辺に残る良好な樹林地や優良な

農地については，その保全に努めます。 
② 港湾，クリークによって創出される水辺環

境の保全を図るととともに，周辺水域の浄化を

推進します。 
③ 大気や水質などの環境監視，発生源となる

工場や事業所などへの指導を的確に行うこと

により，地域環境の保全を図ります。 
 
■都市景観形成の方針 

① 松永駅周辺地区については，観光資源であ

る日本はきもの博物館及び日本郷土玩具博物

館があることから，これらの施設を核として周

辺環境と一体となる良好なまち並み景観の創

出を図ります。 
② 港湾地域における工業・流通・業務地区周

辺については，道路緑化や公共用地緑化及び民

間施設内緑化を推進し，市街地周辺の緑や港

湾・クリークなどの水辺と調和した景観形成を

図ります。 
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③ 快適で美しく，潤いのある市街地景観を形

成するため，市民との協働によるルールづくり

を進めていきます。 
 
■人にやさしい都市づくりの方針 

① 誰もが安全で快適な生活を送ることので

きる地域社会を実現するため，ユニバーサルデ

ザインの考え方を踏まえ，公共施設のバリアフ

リー化などを推進します。 
② 特に，松永駅周辺などについては，交通施

設や歩行者空間のバリアフリー化を促進しま

す。 

 
■安心・安全な都市づくりの方針 

① 災害時の拠点施設や避難所となる公共施

設の耐震改修を計画的に行います。また，避難

や緊急輸送のために必要な道路・橋りょう・港

湾施設についても，計画的な維持補修により，

安全性を確保します。 

② 上下水道などのライフラインの耐震化や

消防水利等の災害応急対策施設の整備・耐震化

を図ります。 

③ 住宅・宅地の安全性を確保するため，急傾

斜地崩壊対策事業をはじめとする土砂災害や

水害防止対策を進めます。 

④ 建築物が密集し，火災の延焼する危険性の

高い密集市街地については，防火・準防火地域

の指定を検討するとともに，建築物の耐震化を

促進するなど災害に強いまちづくりを進めま

す。 

⑤ 地域の防災・防犯力の一層の向上に向けて，

地域や関係団体と緊密な連携・協力体制を整え

るとともに，防犯灯や見通しのよい公園整備な

ど，犯罪が起こりにくい安心・安全な環境の整

備に努めます。 

 

開発・保全・整備

中期 長期
開発 市街地開発事業 ○高西丁卯新涯土地区画整理事業 ○

○内陸工業団地 ○
保全 水系 ○羽原川 ○
整備 道路等 ○赤坂バイパス ○ ○

○松永道路 ○
○松永港本郷線 ○
○山波南松永線 ○
○駅前府中線 ○
○今津高西線 ○ ○
○神島稲荷島線 ○
○羽原川長和島線 ○
○判屋線 ○
○(港)山波松永線 ○

施設等 ○機織地区港湾施設整備 ○ ○
○松永浄化センター ○ ○
○都市基幹公園整備 ○ ○
○機織ポンプ場 ○

■ 西部地域の開発・保全・整備方針チャート

種類 種別 開発・保全・整備事業
整備時期
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内陸工業団地

高密度な商業・業務系施設と都市型住宅
などが複合した土地利用の誘導を図る地域

産業活動を中心とした
拠点形成を図る地域

主として産業活動(工業･流通など）の
利便性を図る地域

主な公園

主な緑地･風致地区

市街化調整区域

市街化区域

河川・海

商業・業務系施設と都市型住宅などが
共存した土地利用の誘導を図る地域

大規模既存集落

都市計画区域外

地域拠点

都心地区

■ 拠点凡例

■ 土地利用凡例

良好な居住環境の住宅地形成
を図る地域

商業・サービスを補完しながら利便性の
高い住宅地形成を図る地域

地区拠点

産業拠点

余暇活動拠点

広域交通拠点

在来鉄道（山陽本線）

山陽新幹線

■ 道路・鉄道凡例

高速道路（山陽自動車道）

幹線道路

補助幹線道路

主要幹線道路

整備済 未整備 構想

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

(暫定供用含む)

在来鉄道（山陽本線）

山陽新幹線

■ 道路・鉄道凡例

高速道路（山陽自動車道）

幹線道路

補助幹線道路

主要幹線道路

整備済 暫定供用 未整備 構想

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○
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４ 南部地域 

地域の誘導方向 

 
■位置づけと課題 

 
○位置づけ： 

｢鞆の浦｣や「阿伏兎観音」などの観光地，温

泉なども兼ね備えたレジャー施設，島しょ部の

海浜レクリエーション施設などがあり，交流人

口の増加が見込まれる地域 
島しょ部や内陸部での農林水産業，沿岸部の

造船所や鉄鋼団地などの製造業，観光地である

鞆地区を中心とした小売・サービス業など，多

様な産業を有する地域 
 

○主要課題 

01.交流人口の増加をめざしたまちづくり 

02.鞆地区における生活環境の改善，観光利便

性の向上 

03.計画的な住宅・宅地の供給による定住の促

進 

04.既存集落地での活力維持と生活環境の向上 

05.幹線道路網の整備による地域間の連携強化，

広域観光の促進 

06.生活道路網の整備による地区内移動の円滑

化，防災避難路の確保，交通弱者対策の推

進 

07.公園・緑地の充実 

08.港湾機能の整備・充実，海浜レクリエーシ

ョン拠点の形成 

09.水害や高潮による浸水に対する安全性の向

上 

10.下水道・集落排水処理区域の拡大 

11.歴史的文化遺産や自然環境の保全と，それ

らと調和した景観形成 

12.住民との協働による地域防災・防犯力の一

層の向上 

 

 

 

■目標とテーマ 

 
○テーマ： 

｢瀬戸内の豊かな自然や歴史・文化等の地域

資源による活発な観光交流と住みやすさを

実感できる地域づくり｣ 

 
○目標： 

歴史的まち並み景観や海と山，島しょ部の恵

まれた自然環境の保全と活用を図るとともに，

港湾・交通機能の強化，観光関連施設の整備等

により広域的な観光・レクリエーション拠点の

形成を図ります。また，計画的な面整備事業の

推進や地域特性に応じた計画的な住宅・宅地の

供給により，定住化を促進するとともに，産業

活動の活性化を図ります。 
地域拠点や地区拠点への商業，業務，サービ

ス，住宅などの既存の集積を生かした複合的な

土地利用を促進し，地域の利便性を高めます。 
 

まちづくりの方針 

 
■土地利用の方針 

① 沼隈町，鞆町，内海町内の支所周辺地区で

は，地域の商業，業務，サービス，住宅などの

既存の集積を生かした複合的な土地利用を促

進し，地域や地区の拠点として，利便性の高い

市街地形成を図ります。 
② 瀬戸内を代表する有数の観光地である鞆

地区については，歴史的文化遺産と地域生活と

が調和した市街地の形成を図ります。 
③ 水呑三新田地区については，引き続き，土

地区画整理事業による生活基盤の整備を進め，

ゆとりのある郊外住宅地の形成を図ります。 
④ 阿伏兎岬周辺や室浜，仙酔島，内海町内な

どの恵まれた自然景観や自然海浜が残る地区

では，自然環境の保全に配慮した計画的な開発

の誘導並びに海浜レクリエーション拠点の形

成を図ります。 
⑤ 沼隈町などの農業振興地域については，開

発許可制度の適切な運用などにより，都市的な
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土地利用の拡散を防止し，優良な農地の保全に

努めます。併せて，熊野地区などの既存集落で

は，地区計画制度などを活用し，活力と生活環

境の向上を図ります。 
⑥ 都市計画区域にない沼隈町山南地区など

で，福山沼隈道路整備にかかわる周辺では，計

画的な土地利用の誘導を図るため，準都市計画

区域制度の活用を検討します。 
⑦ 都市計画区域にない島しょ部については，

水産業の振興や生活環境の向上のための基盤

整備を進めます。さらに，優れた自然環境を活

用した観光・レクリエーション拠点形成を進め，

定住と交流の魅力づくりを高めるための土地

利用を推進します。 
 
■施設整備の方針 

 
＜道路・交通＞ 

① 福山道路や福山沼隈道路など主要幹線道

路の早期整備により，交通流動の円滑化を促し，

物流基盤の強化や都市間交流の促進，拠点間の

連携強化を図ります。 

② 本地域に点在する観光・レクリエーション

拠点相互の回遊性や広域観光を促進するため

に，観光の動線に配慮した道路整備を図ります。 

③ 鞆地区においては，観光交通と通過交通，

生活交通が集中する都市計画道路水呑鞆線（主

要地方道福山鞆線）及び主要地方道鞆松永線に

ついて，港湾整備事業と一体的に整備すること

により，交通混雑を緩和するとともに，観光客

や市民生活の安全性や利便性の向上を図りま

す。 

④ 併せて，観光客受け入れのための大型駐車

場を確保します。また，歴史的まち並み環境を

有する市街地の道路については，連続性・回遊

性ある散策路の整備を促進し，観光地としての

魅力の向上を図ります。 

⑤ 生活バスについては，ゾーンバスシステム

の充実を促進し，地域特性に応じたバス運行に

よる利便性の向上を図ります。 

 

＜公園・緑地＞ 

① 鞆地区では，遊休土地の活用を図りながら，

地域防災に主眼をおいた辻広場や小公園等の

整備・充実を図ります。また，港湾整備事業と

一体で公園や緑地を整備し，住民の憩いの場に

供するとともに，観光地としての魅力を高める

オープンスペースとして活用を図ります 

② 竹ヶ端運動公園については機能拡充と利

用促進を図ります。また，身近に利用できる公

園や地域の特性を生かした公園などの整備に

努めます。 

③ 既存の老朽化した公園については，施設の

充実やバリアフリー化など，計画的な再整備を

進めます。 

 

＜河川・海岸＞ 

① 河川改修や水路の整備，流域の保水機能や

遊水機能を高めるなど，総合的な水害防止対策

を進めます。 

② 芦田川河川敷においては，親水空間として

の整備を促進するとともに，水上スポーツなど

レクリエーション空間としての活用を図りま

す。 

③ 海岸保全施設の改良などを進め，高潮など

に対する安全性の向上を図ります。 

 

＜供給処理施設＞ 

① 安全で良質な水の安定給水のために，老朽

化した水道管の更新を進めます。 

② 公共下水道や集落排水の計画的な整備を

進め，処理区域の拡大を図ります。 

 

＜その他＞ 

① 重要港湾福山港鞆地区においては，係留施

設の再配置により，小型船と渡船のふくそうを

解消するなど，港湾施設の機能強化を図るとと

もに，観光地としての魅力を高める港湾整備を

図ります。 
② 走島地区については，埋め立て事業による

用地の計画的利用により，生活環境の改善・向

上，漁業を中心とした産業の振興を図ります。 
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③ 老朽化した市営住宅については，多様な居

住者層に対応しつつ，計画的な整備を進めます。 
④ 集落地については，集落道路整備や排水路

整備など生活基盤施設の整備に努め，生活環境

の向上を図ります。 
 
■地域環境の保全・整備の方針 

① 都市計画道路水呑鞆線（主要地方道福山鞆

線）及び主要地方道鞆松永線の山側に広がる丘

陵地については，瀬戸内海国立公園や風致地区

と一体的に森林の保全に努めます。また，熊ヶ

峰をはじめとする内陸部の山地・丘陵地につい

ては，森林の保全とともにレクリエーション空

間としての活用を図ります。 
② 阿伏兎岬や室浜及び島しょ部に残る良好

な自然海岸・海浜については，防災に配慮しつ

つ，保全に努めます。 
③ 大気や水質などの環境監視，発生源となる

工場や事業所などへの指導を的確に行うこと

により，地域環境の保全を図ります。 
 
■都市景観形成の方針 

① 鞆地区については，住民生活との共存を図

りつつ，歴史的建造物やまち並み，歴史的港湾

施設などを一体的に保全し，歴史的景観の保

全・創出を図ります。 
② 鞆地区については，統一感のある歴史的な

まち並みを形成するため，伝統的建造物群保存

地区保存条例の適切な運用を図ります。 
③ 多彩な観光資源を結ぶ主要な観光ルート

については，瀬戸内海の美しい眺望の確保や，

良好な沿道景観の創出を図ります。 
④ 快適で美しく，潤いのある市街地景観を形

成するため，市民との協働によるルールづくり

を進めていきます。 
 
■人にやさしい都市づくりの方針 

① 誰もが安全で快適な生活を送ることがで

きる地域社会を実現するため，ユニバーサルデ

ザインの考え方を踏まえ，公共施設のバリアフ

リー化などを推進します。 

 
■安心・安全な都市づくりの方針 

① 災害時の拠点施設や避難所となる公共施

設の耐震改修を計画的に行います。また，避難

や緊急輸送のために必要な道路・橋りょう・港

湾施設についても，計画的な維持補修により，

安全性を確保します。 

② 上下水道などのライフラインの耐震化や

消防水利等の災害応急対策施設の整備・耐震化

を図ります。 

③ 住宅・宅地の安全性を確保するため，急傾

斜地崩壊対策事業をはじめとする土砂災害や

水害防止対策を進めます。 

④ 鞆地区内の密集市街地については，辻広場

や小公園等のオープンスペースを配置するな

ど，災害に強いまちづくりを促進します。 

⑤ 地域の防災・防犯力の一層の向上に向けて，

地域や関係団体と緊密な連携・協力体制を整え

るとともに，防犯灯や見通しのよい公園整備な

ど，犯罪が起こりにくい安心・安全な環境の整

備に努めます。 

 

■都市拠点整備の方策 

 
＜鞆地区＞ 

① 鞆地区道路港湾整備事業を推進し，道路交

通，地域防災，生活環境の改善，港湾機能の強

化を図るとともに，駐車場を整備するなど，瀬

戸内を代表する有数の観光地としての魅力を

高めます。また，地域生活の利便性向上や活力

あるまちづくりを進めるため，支所機能などを

含めたまちづくりの拠点となる公共施設の整

備を検討します。 
② 歴史的建造物やまち並みを保存するため，

｢重要伝統的建造物群保存地区｣の地区指定を

推進するとともに，地域住民との協働によるま

ちづくりを推進します。 
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都市拠点の整備

中期 長期
生活拠点 地区拠点 ○鞆地区まちづくり事業 ○ ○

・鞆地区道路港湾施設整備 ○
活動拠点 余暇活動拠点 ・鞆地区町並み保存整備 ○ ○

・鞆町観光拠点施設 ○
・鞆支所等公共施設整備 ○

開発・保全・整備

中期 長期
開発 市街地開発事業 ○水呑三新田土地区画整理事業 ○
保全 水系 ○芦田川 ○ ○

○自然海岸・海浜の保全 ○ ○
緑系 ○風致（鞆・熊野、熊ヶ峰）の保全 ○ ○

整備 道路等 ○福山沼隈道路 ○ ○
○神辺水呑線 ○ ○
○水呑鞆線 ○ ○
○(主)鞆松永線 ○ ○
○鞆海岸線 ○

施設等 ○走島港整備及び集落環境整備 ○
○箱崎漁港環境整備 ○
○内海町集落環境整備 ○

■南部地域の開発・保全・整備方針チャート

種類 種別 開発・保全・整備事業
整備時期

種類 種別 拠点整備事業
整備時期



熊野地区熊野地区

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○○○○○○○○○○

南部地域 まちづくり方針図

福山道路

水呑三新田土地区画整理事業

鞆地区町並み保存整備

鞆町観光拠点施設

走漁港整備

鞆支所等公共施設整備

鞆地区道路港湾施設整備

既存集落地の環境整備

漁港集落地の環境整備

漁港環境整備

路
道
隈
沼
山
福

路
道
隈
沼
山
福

集落地の環境整備

線
鞆
呑
水

線
鞆
呑
水

(主)

線
永
松
鞆

(主)

(県
)

線
谷

洗
園

公
山

後
(県

)

線
永
松
鞆

(主
)福

山
沼

隈
線

(主
)福

山
沼

隈
線

線
谷

洗
園

公
山

後

(県)草深古市松永線

(県)草深古市松永線

沼隈支所周辺地区

内海支所周辺地区

高密度な商業・業務系施設と都市型住宅
などが複合した土地利用の誘導を図る地域

産業活動を中心とした
拠点形成を図る地域

主として産業活動(工業･流通など）の
利便性を図る地域

主な公園

主な緑地･風致地区

市街化調整区域

市街化区域

河川・海

商業・業務系施設と都市型住宅などが
共存した土地利用の誘導を図る地域

瀬戸内海国立公園

大規模既存集落

都市計画区域外

地域拠点

都心地区

■ 拠点凡例

■ 土地利用凡例

良好な居住環境の住宅地形成
を図る地域

商業・サービスを補完しながら利便性の
高い住宅地形成を図る地域

地区拠点

産業拠点

余暇活動拠点

広域交通拠点

■ 道路・鉄道凡例

幹線道路

補助幹線道路

主要幹線道路

整備済
未整備

構想

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

(暫定供用含む)

■ 道路・鉄道凡例

幹線道路

補助幹線道路

主要幹線道路

整備済 暫定供用 未整備 構想

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

南部

笠岡市

井原市

北東

高梁市

府中市

尾道市

北部

東部

南部

西部

神石高原町

中央

0 1 2 4km

中央地域

中央地域

西部地域

尾道市

走島走島

仙酔島仙酔島

鞆・熊野風致地区鞆・熊野風致地区

ファミリーパークファミリーパーク

内海支所内海支所

沼隈支所沼隈支所

竹ヶ端運動公園竹ヶ端運動公園

長和Ｉ.Ｃ

鞆地区まちづくり

６６

＜福山市都市マスタープラン＞
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５ 北部地域 

地域の誘導方向 

 
■位置づけと課題 

 
○位置づけ： 

芦田川左岸の丘陵平地部に市街地が発達し，

近年，大学の立地や産業基盤の整備が進められ

ている地域 
芦田地区には動物園を中心とした富谷公園，

地域北部には豊かな自然が広範囲に広がるな

ど，市民のレクリエーション拠点として親しま

れるとともに，農林業の発達が期待される地域 
 

○主要課題 

01.企業ニーズに応じた産業拠点の充実 

02.多様なニーズに対応したゆとりある宅地・

住宅の供給 

 3.既存集落地の活力維持と生活環境の向上 

 4.物流，地域間交流に対応する幹線道路網の

整備 

05.狭あい道路，交通安全に配慮した生活道路

網の整備 

06.下水道の処理区域の拡大 

07.森林資源の適正な管理，優良農地保全 

08.自然環境の保全と，それらと調和した景観

形成 

09.住民との協働による地域防災・防犯力の一

層の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目標とテーマ 

 
○テーマ： 

｢産・学・住・遊が融合した，自然と調和す

る快適な地域づくり｣ 

 
○目標： 

恵まれた自然との調和を図りながら，産業拠

点の整備・拡充を推進します。また，生活基盤

の整備など居住環境の充実を進め，自然と調和

した快適で住みよい地域の形成を図ります。 
地域北部では森林や農地での生産機能を高

めるとともに，交流や定住の促進，自然レクリ

エーション拠点の形成を図ります。 
 

まちづくりの方針 

 
■土地利用の方針 

① 森林・農地などの恵まれた自然環境と良好

で快適な居住環境並びに活力ある産業基盤の

バランスのとれた土地利用を誘導します。 
② 産業拠点として企業の集積を図るため，産

業団地の計画的な整備・拡充を推進します。 
③ 駅家駅周辺，新市駅周辺地区は，地域の商

業，業務，サービス，住宅などの既存の集積を

生かした複合的な土地利用を促進し，地域拠点

として，利便性の高い市街地形成を図ります。 
④ 芦田川左岸の駅家町，御幸町にある市街化

調整区域については，開発許可制度や地区計画

制度の適切な運用により，都市的な土地利用の

拡散を防止します。 
⑤ 本地域西部の芦田，宜山地区などの農業振

興地域については，開発許可制度の適切な運用

により，都市的な土地利用の拡散を防止し，優

良農地の保全に努めます。併せて，地区計画制

度などを活用し，既存集落地での活力と生活環

境の向上を図ります。 
⑥ 地域北部の山間部については，森林の適正

な管理を行うなど，自然環境の保全を図るとと

もに，豊かな自然資源を生かしたレクリエーシ

ョン空間としての活用を図ります。また，既存
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集落地については，生活環境の向上のための基

盤整備を進めます。 
 
■施設整備の方針 

 
＜道路・交通＞ 

① 福山西環状線や三吉大渡橋線，国道 486

号など幹線道路網の整備により，交通流動の円

滑化を促し，物流基盤の強化や都市間交流の促

進，拠点間の連携強化を図ります。 

② また，通過交通と都市内交通の分離により，

地域内の交通混雑を緩和するとともに，市民生

活の安全性や利便性の向上を図ります。 

③ これら主要幹線道路と有機的に結びつく

幹線道路・補助幹線道路の整備によって，地域

内における交通処理の円滑化を図ります。 

④ 市街地にある狭あいな道路については，歩

行者の安全確保や緊急車両等の円滑な通行に

配慮し，計画的な道路の整備を進めます。 

⑤ 生活バスについては，ゾーンバスシステム

の充実を促進し，地域特性に応じたバス運行に

よる利便性の向上に努めます。 

⑥ 地域内にある鉄道駅については，駅舎のバ

リアフリー化などを促進し，利便性の向上を図

ります。 

 

＜公園・緑地＞ 

① 富谷公園については，自然や動物とのふれ

あいや遊具広場での遊びなどができる公園と

して，魅力ある公園整備を進めます。 

② 身近に利用できる公園や地域の特性を生

かした公園の整備に努めます。また，既存の老

朽化した公園については，施設の充実やバリア

フリー化など，計画的な再整備を進めます。 

 

＜河川・海岸＞ 

① 河川改修や水路の整備，流域の保水機能や

遊水機能を高めるなど，総合的な水害防止対策

を進めます。 

② 芦田川河川敷については，レクリエーショ

ン空間としての活用を促進します。 

＜供給処理施設＞ 

① 安全で良質な水の安定給水のために，老朽

化した水道管の更新を進めます。 

② 公共下水道の計画的な整備を進め，処理区

域の拡大を図ります。 

③ 新市地区の浸水安全度を高めるため，浸水

対策事業を進めます。 

 

＜その他＞ 

① 老朽化した市営住宅については，多様な居

住者層に対応しつつ，計画的な整備を進めます。 
② 集落地については，集落道路整備や排水路

整備など生活基盤施設の整備に努め，生活環境

の向上を図ります。 
 
■地域環境の保全・整備の方針 

① 山野峡や藤尾の滝などの恵まれた自然環

境，里山や寺社林，優良な農地などの保全に努

めます。 
② 森林地域，河川空間などにおける野生動植

物の保護に努めるとともに，自然とのふれあい

の場としての活用を進めます。 
③ 大気や水質などの環境監視，発生源となる

工場や事業所などへの指導を的確に行うこと

により，地域環境の保全を図ります。 
 
■都市景観形成の方針 

① 本地域を特徴付ける田園や森林，またそれ

らと調和した集落の風景など，豊かな自然が織

りなす良好な景観の保全に努めます。 

② 多様なニーズに応じた宅地整備において

は，周辺の自然環境と調和したゆとりある住宅

地の景観形成を促進します。 
③ 快適で美しく，潤いのある市街地景観を形

成するため，市民との協働によるルールづくり

を進めていきます。 
 
■人にやさしい都市づくりの方針 

① 誰もが安全で快適な生活を送ることがで

きる地域社会を実現するため，ユニバーサルデ

ザインの考え方を踏まえ，公共施設のバリアフ



福山市都市マスタープラン 

第５章 地域別まちづくりの方針 

 ６９ 

リー化などを推進します。 
 
■安心・安全な都市づくりの方針 

① 災害時の拠点施設や避難所となる公共施

設の耐震改修を計画的に行います。また，避難

や緊急輸送のために必要な道路・橋りょうにつ

いても，計画的な維持補修により，安全性を確

保します。 

② 上下水道などのライフラインの耐震化や

消防水利等の災害応急対策施設の整備・耐震化

を図ります。 

③ 住宅・宅地の安全性を確保するため，急傾

斜地崩壊対策事業をはじめとする土砂災害や

水害防止対策を進めます。 

④ 地域の防災・防犯力の一層の向上に向けて，

地域や関係団体と緊密な連携・協力体制を整え

るとともに，防犯灯や見通しのよい公園整備な

ど，犯罪が起こりにくい安心・安全な環境の整

備に努めます。 

■都市拠点整備の方策 

 
＜福山北産業団地＞ 

① 産業拠点として，多種多様な企業の集積を

図り，拠点性を高めるために，計画的な産業基

盤の整備・拡充を推進します。 
② 周辺地域での市街化の促進を防止し，計画

的な整備を行うため，都市計画区域の拡大を検

討します。 
③ 自然環境との調和や良好な環境の維持・増

進を図るため，地区計画制度の活用などを進め

ます。 
 

都市拠点の整備

中期 長期
活動拠点 産業拠点 ○福山北産業団地 ○ ○

開発・保全・整備

中期 長期
開発 市街地開発事業 ○備後新都市 ○ ○
保全 水系 ○芦田川 ○ ○

○加茂川・有地川・神谷川 ○ ○
整備 道路等 ○新市駅家線（国道486号） ○ ○

○(県)加茂福山線（鶴ヶ橋） ○
○福山西環状線 ○
○三吉大渡橋線 ○
○戸手岩成線 ○ ○
○近田山守線 ○
○新市井原線 ○
○あしかべ線 ○
○新市宮内線 ○
○近田万能倉線 ○
○万能倉上山守線 ○
○中島御幸線 ○
○森脇中津原線 ○
○(市)中央緑地線 ○
○(市)博物館線 ○

施設等 ○服部大池公園 ○
○富谷公園 ○ ○

■北部地域の開発・保全・整備方針チャート

種類 種別 開発・保全・整備事業
整備時期

種類 種別 拠点整備事業
整備時期
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６ 北東地域 

地域の誘導方向 

 
■位置づけと課題 

 
○位置づけ： 

恵まれた自然環境や農地を有しているほか，

中世から神辺城の城下町，山陽道の宿場町とし

ての長い歴史と，菅茶山や葛原しげるを輩出す

るなど，歴史と文化の薫りが残る地域 
また，繊維関連産業の発達に加え，電子・電

気関連企業が集積する産業基盤を有しており，

近年は都市基盤整備の進展に伴い，日常生活サ

ービス機能の充実が進んでいる地域 
 

○主要課題 

01.土地区画整理事業の推進による地域拠点の

形成 

02.既存集落地の活力維持と生活環境の向上 

 3.幹線道路網の整備による広域交通の円滑化 

04.狭あい道路，交通安全に配慮した生活道路

網の整備 

05.下水道の処理区域の拡大 

06.森林資源の適正な管理 

07.歴史的文化，観光資源の維持・保全 

08.住民との協働による地域防災・防犯力の一

層の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目標とテーマ 

 
○テーマ： 

｢豊かな自然と歴史や文化に囲まれ，職・住

が近接した環境の中で，住みやすさを実感で

きる地域づくり｣ 

 
○目標： 

良好な｢職｣，｢住｣の共存関係を保つため，適

切な土地利用の誘導を図り，秩序ある市街地の

形成を図ります。 
道路や鉄道により，北部地域や岡山県井原市

との交流連携軸を強化するとともに，市街地内

の補助幹線網の整備を進め，生活利便性の高い

市街地形成を図ります。 
地域北部の森林や農地での生産機能を高め

る施設整備を図ります。 
 

まちづくりの方針 

 
■土地利用の方針 

① 神辺駅周辺地区については，土地区画整理

事業の推進及び地区計画制度の活用などによ

り，道路等の都市基盤整備とともに，適切な土

地利用の誘導を進め，生活拠点として利便性の

高い市街地の形成を図ります。 
② 国道486号や国道182号沿いの湯野駅周辺，

道上周辺地区については，商業，業務，サービ

ス，住宅などの既存集積を生かした複合的な土

地利用を促進し，地域の利便性を高めます。 
③ 国道 313 号バイパスの整備によって市街

化の圧力が高まる下御領，八尋地区については，

開発許可制度や地区計画制度の適切な運用に

より，都市的な土地利用の拡散を防止します。 
④ 道上北部，湯野北部，西中条地区などの農

業振興地域については，開発許可制度の適切な

運用により，都市的な土地利用の拡散を防止し，

優良農地の保全に努めます。併せて，地区計画

制度などを活用し，既存集落地での活力と生活

環境の向上を図ります。 
⑤ 地域北部の山間部については，森林の適正
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な管理を行うなど，自然環境の保全を図るとと

もに，既存集落地の生活環境の向上を図ります。 
 
■施設整備の方針 

 
＜道路・交通＞ 

① 主要幹線道路については，国道 313 号バイ

パス整備を促進し，国道 486 号とともに，岡山

県井原市方面と本市北部地域方面を結ぶ東西

交通の円滑化を図ります。  

併せて，国道 182 号及び国道 313 号により，

福山東インターチェンジや福山道路，中央地域

への交通ネットワークを構築します。 

② これら主要幹線道路と有機的に結びつく

幹線道路・補助幹線道路の整備によって，地域

内における交通処理の円滑化を図ります。 

また，神辺駅，湯野駅，御領駅に接続する道

路整備を行い，利便性の向上を図ります。 

③ 市街地にある狭あい道路については，歩行

者の安全確保や緊急車両等の円滑な通行に配

慮し，計画的な道路の整備を進めます。 

④ 生活バスについては，ゾーンバスシステム

の充実を促進し，地域特性に応じたバス運行に

よる利便性の向上に努めます。 

⑤ 地域内にある鉄道駅については，駅舎のバ

リアフリー化などを促進し，利便性の向上を図

ります。 

 

＜公園・緑地＞ 

① 土地区画整理事業などにより，身近に利用

できる街区公園や地域の特性を生かした公園

の整備に努めます。 

② 既存の老朽化した公園については，施設の

充実やバリアフリー化など，計画的な再整備を

進めます。 

 

＜河川・海岸＞ 

① 河川改修や水路の整備，流域の保水機能や

遊水機能を高めるなど，総合的な水害防止対策

を進めます。 

 

＜供給処理施設＞ 

① 安全で良質な水の安定給水のために，老朽

化した水道管の更新を進めます。 

② 公共下水道の計画的な整備を進め，処理区

域の拡大を図ります。 

 

＜その他＞ 

① 上御領地区において，周辺環境と調和し，

近代化された斎場の整備を進めます。 
② 老朽化した市営住宅については，多様な居

住者層に対応しつつ，計画的な整備を進めます。 
③ 集落地については，集落道路整備や排水路

整備など生活基盤施設の整備に努め，生活環境

の向上を図ります。 
 
■地域環境の保全・整備の方針 

① 市街地周辺に残る良好な樹林地や優良な

農地については，その保全に努めます。 
② 堂々公園や歴史的な石積の砂留めえん堤

が整備されている堂々川周辺については，水辺

に親しめる憩いの場として，自然環境や風致の

保全活用を図ります。 
③ 大気や水質などの環境監視，発生源となる

工場や事業所などへの指導を的確に行うこと

により，地域環境の保全を図ります。 
 
■都市景観形成の方針 

① 神辺本陣や廉塾，菅茶山旧宅のある周辺に

おいては，落ち着きと歴史的情緒のある景観の

形成を図ります。 
② 快適で美しく，潤いのある市街地景観を形

成するため，市民との協働によるルールづくり

を進めていきます。 
 
■人にやさしい都市づくりの方針 

① 誰もが安全で快適な生活を送ることがで

きる地域社会を実現するため，ユニバーサルデ

ザインの考え方を踏まえ，公共施設のバリアフ

リー化などを推進します。 
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■安心・安全な都市づくりの方針 

① 災害時の拠点施設や避難所となる公共施

設の耐震改修を計画的に行います。また，避難

や緊急輸送のために必要な道路・橋りょうにつ

いても，計画的な維持補修により，安全性を確

保します。 

② 上下水道などのライフラインの耐震化や

消防水利等の災害応急対策施設の整備・耐震化

を図ります。 

③ 住宅・宅地の安全性を確保するため，急傾

斜地崩壊対策事業をはじめとする土砂災害や

水害防止対策を進めます。 

④ 地域の防災・防犯力の一層の向上に向けて，

地域や関係団体と緊密な連携・協力体制を整え

るとともに，防犯灯や見通しのよい公園整備な

ど，犯罪が起こりにくい安心・安全な環境の整

備に努めます。 

■都市拠点整備の方策 
 
＜川南地区＞ 

① 神辺駅の西側に位置する川南地区におい

て，地区内道路網の整った良好な市街地を形成

するため，川南土地区画整理事業の推進及び地

区計画制度の活用を図るとともに，関連する都

市計画道路の変更を行います。 
② 神辺駅の周辺については，地域の生活拠点

として，地域の商業，業務，サービス，住宅な

どが複合した利便性の高い市街地形成を図り

ます。 
③ 本地区に隣接する高屋川沿いの西側地区

については，都市的な土地利用の拡散を抑制し，

優良な農地の保全を図るため，区域区分の見直

しを進めます。 

都市拠点の整備

中期 長期
生活拠点 地域拠点 ○川南地区まちづくり事業 ○ ○

・川南土地区画整理事業 ○ ○
・神辺駅御幸線 ○ ○
・川南湯田村駅線 ○ ○

開発・保全・整備

中期 長期
整備 道路等 ○古市本湯野線 ○

○神辺高屋線（国道313号バイパス） ○ ○
○元藤平野線 ○
○王子帰り線 ○ ○
○古城沖湯野線 ○
○御領線 ○
○川南循環線 ○ ○
○川南東線 ○ ○
○(県)福山上御領線 ○ ○
○(市)下御領伊地線 ○ ○

施設等 ○神辺斎場 ○

■北東地域の開発・保全・整備方針チャート

種類 種別 開発・保全・整備事業
整備時期

種類 種別 拠点整備事業
整備時期
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深品クリーンセンター

堂々公園堂々公園

神辺工業団地

神辺支所神辺支所

川南土地区画整理事業

神辺斎場

既存集落地の環境整備

高
屋

川

湯野駅周辺地区

神辺駅周辺地区

道上周辺地区

川南地区まちづくり

0 1 2 4km

中央地域

東部地域

北部地域

北部地域

井原市

岡山県

北東地域 まちづくり方針図

御領駅

御領線御領線

北東

笠岡市

井原市

北東

高梁市

府中市

尾道市

北部

東部

南部

西部

神石高原町

中央

高密度な商業・業務系施設と都市型住宅
などが複合した土地利用の誘導を図る地域

産業活動を中心とした
拠点形成を図る地域

主として産業活動(工業･流通など）の
利便性を図る地域

主な公園

主な緑地･風致地区

市街化調整区域

市街化区域

河川・海

商業・業務系施設と都市型住宅などが
共存した土地利用の誘導を図る地域

大規模既存集落

都市計画区域外

地域拠点

都心地区

■ 拠点凡例

■ 土地利用凡例

良好な居住環境の住宅地形成
を図る地域

商業・サービスを補完しながら利便性の
高い住宅地形成を図る地域

地区拠点

産業拠点

余暇活動拠点

広域交通拠点

在来鉄道（福塩線･井原鉄道）

■ 道路・鉄道凡例

高速道路（山陽自動車道）

幹線道路

補助幹線道路

主要幹線道路

整備済 未整備 構想

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

(暫定供用含む)

在来鉄道（福塩線・井原鉄道）

■ 道路・鉄道凡例

高速道路（山陽自動車道）

幹線道路

補助幹線道路

主要幹線道路

整備済 暫定供用 未整備 構想

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

７４

＜福山市都市マスタープラン＞




